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Sun Fire™ V20z および Sun Fire 
V40z サーバーの診断用起動 CD

はじめに

注 – 診断用起動 CD を使用するには、サーバーで NSV 2.2.0.6 以降が動作している
必要があります。

このマニュアルでは、Sun Fire™ V20z または Sun Fire V40z サーバーの診断用起動 
CD について説明します。

診断用起動 CD では、次の処理を行うことができます。

■ サービスプロセッサおよびプラットフォームの両方に対してテストを実行する
■ プラットフォームのみに対してテストを実行する
■ (CD の起動後) SSH を使用して CD にログオンし、遠隔からテストを実行する 
■ テスト結果を USB 記憶装置またはフロッピーディスクに保存する

注意 – 診断用起動 CD から診断を実行している間は、コマンド行インタフェースや 
IPMI を介して、サービスプロセッサ (SP) またはプラットフォームと対話しないでく
ださい。

診断の実行中は、センサーコマンドを確実に実行できません。診断の読み込み中にセ
ンサーコマンドを実行すると、誤った結果になったり、間違った重大イベントがイベ
ントログに記録されたりする場合があります。この場合、センサーが返す値は信頼で
きるものではありません。
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関連マニュアル
障害追跡に関する注意事項および診断テストの説明については、『Sun Fire V20z お
よび Sun Fire V40z サーバー—障害追跡手法および診断マニュアル』(819-2928) を参
照してください。

コマンド行から実行できるすべての診断コマンドの一覧については、『Sun Fire 
V20z および Sun Fire V40z サーバー—サーバー管理マニュアル』(819-2923) を参照し
てください。

ユーザーマニュアル

Sun Fire V20z サーバーおよび Sun Fire V40z サーバーの両方に関する最新のユー
ザーマニュアルは、次の Web サイトで参照してください。

http://www.sun.com/products-n-solutions/hardware/docs/
Servers/Workgroup_Servers/Sun_Fire_V20z/index.html

このサイトでは、ユーザーマニュアル、リリースノート、および顧客交換可能ユニッ
ト (CRU) に関する個々のマニュアルが参照できます。

サイト上のマニュアルが、使用しているマニュアルよりも新しいかどうかを確認する
には、マニュアルの Part No. の下 2 桁 (ダッシュ以降) を調べてください。
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CD ベースの診断テストのインストール
CD ベースの診断テストをインストールするには、次の手順を実行します。

1. Sun Fire V20z and Sun Fire V40z Servers—Bootable Diagnostics CD をドライブに
挿入します。

2. 必要に応じて、BIOS 設定内の起動順序リストで、オプション「Boot from 
CD-ROM」が先頭にあることを確認します。

3. サーバーを起動または再起動します。

CD から起動すると、プラットフォーム IP アドレスが表示されます。遠隔から SSH 
を使用する場合は、この IP アドレスを使用できます。詳細は、5 ページの「CD ベー
スの診断テストへの遠隔アクセス」を参照してください。

CD の起動処理が完了すると、CD 診断メニューが画面に表示されます。メニューオ
プションを使用して、テストを実行しシステム情報を取得できます。また、コマンド
行インタフェース (CLI) を使用することもできます。

注 – CLI からこれらのテストを起動するには、diags start と入力します。
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メニューオプションの使用

メニューオプションを使用すると、すべての診断テストを実行し、USB 記憶装置ま
たはフロッピーディスク上にシステム情報を取得する手順を簡略化できます。

1. 「View Documentation」マニュアルを表示するには、このオプションを使用しま
す。このオンラインマニュアルでは、次の項目について説明しています。

■ すべてのメニューオプション
■ 役立つヒント
■ 既知の問題
■ コマンド行から実行可能なコマンド
■ 遠隔マシンから SSH を使用する場合の注意事項
■ その他の重要な情報

2. 「Run from Prompted Interface and create run_commands.sh」テストを実行し
て、システム情報をログファイルに保存するには、このオプションを使用しま
す。

このオプションでは、3 つのプロンプトが連続して表示されます。プロンプトに
従って進んでいくと、スクリプトが作成され、保存したログファイルと同じ場所
に格納されます。このスクリプトを使用すると、複数のマシンに対して処理を実
行できます。

3. 「Go to Command-Line Interface」コマンド行インタフェースにアクセスするに
は、このオプションを使用します。

注 – コマンド行から実行できるすべての診断コマンドの一覧については、『Sun Fire 
V20z および Sun Fire V40z サーバー—サーバー管理マニュアル』(819-2923) を参照し
てください。

4. 「Reboot System」サーバーまたはプラットフォームを再起動するには、このオ
プションを使用します。

5. 「Run /floppy/run_commands.sh」フロッピーディスクに保存したスクリプト
を実行するには、このオプションを使用します (オプション 2 を参照)。

6. 「Run /usbstorage/run_commands.sh」USB 記憶装置に保存したスクリプト
を実行するには、このオプションを使用します (オプション 2 を参照)。

注 – 詳細な情報を参照するには、「1. View Documentation」を選択してください。
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CD ベースの診断テストへの遠隔アクセス

SSH ネットワークを介して遠隔からスクリプトを使用するには、次の手順を実行し
ます。

1. ユーザー setup でプラットフォーム IP アドレスに SSH を実行します。

新しいアカウントを作成するために、ユーザー名およびパスワードの入力を求めるプ
ロンプトが表示されます。

2. ユーザー名およびパスワードを入力します。

次の値を除く、任意のユーザー名を使用できます。

diagUser 

setup 

root

3. 新しいユーザー名およびパスワードが妥当であると確認されると、ログオフされま
す。

これで、新しいユーザーアカウントを使用して、プラットフォームに対して SSH を
実行できるようになります。

ログインすると、標準の診断コマンドを使用できます。すべての診断コマンドの一覧
については、『Sun Fire V20z および Sun Fire V40z サーバー—サーバー管理マニュ
アル』(819-2923) を参照してください。

テスト結果の保存
コマンド行インタフェースから操作しているときに、診断テストの結果を保存する場
合は、USB 記憶装置またはフロッピーディスクをマウントできます。

■ USB 記憶装置をマウントするには、次のコマンドを実行します。

mount /usbstorage 

■ フロッピーディスクをマウントするには、次のコマンドを実行します。

mount /floppy 

■ 装置のマウントを解除するには、次のコマンドを実行します。

umount /<usbstorage | floppy> 
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